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レポート A-Reports 
・松本山雅ＦＣホームゲームで「ＪＡ全農長野デー」を開催
・今年の冬は“きのこ”アヒージョで乾杯！
　～サッポロビールのアルコール飲料と全国タイアップキャンペーン～

・優績技術員が事例発表
　～ＪＡ長野県営農技術員研究大会～

全農長野県本部情報／グリーン レーダー

・ 素畜供給体制強化と飼料用米の利用拡大で
畜産酪農生産基盤確保を
・高額洗車（コーティング）で収益向上を目指す

重点事業方針  A-Policy 



A‒チャンネル

素
畜
供
給
体
制
強
化
と
飼
料
用
米
の
利
用
拡
大
で

畜
産
酪
農
生
産
基
盤
確
保
を

畜産酪農部
１
、
素
畜
供
給
体
制
の
強
化

（
１
）
肉
牛

① 

J
A
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
空
牛
舎
を
活

用
し
た
繁
殖
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

② 

酪
農
家
と
連
携
し
て
、
受
精
卵
移
植

（
E
T
）
を
活
用
し
、
和
牛
子
牛
を
確

保
し
ま
す
。
受
胎
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、「
新
E
T
シ
ス
テ
ム
」※1
等
の
新

技
術
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

当
県
本
部
三
岳
牧
場
は
、
哺
育
・
育
成

施
設
を
拡
充
し
、
和
牛
子
牛
の
増
産
と
、

優
良
な
受
精
卵
の
確
保
を
す
す
め
ま
す
。

（
２
）
子
豚

① 

当
県
本
部
S
P
F
豚
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
安
定
供
給
に
努

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
生
産
基
盤
の

動
向
に
対
応
し
、
新
た
な
子
豚
繁
殖
基

地
の
設
置
を
す
す
め
ま
す
。

② 

県
外
か
ら
子
豚
を
安
定
的
に
導
入
で
き

る
よ
う
環
境
整
備
を
す
す
め
ま
す
。

（
３
）
乳
用
後
継
牛

① 

性
判
別
精
液
を
活
用
し
て
乳
用
後
継
牛

を
生
産
し
、
乳
牛
登
録
に
よ
り
自
家
保

留
を
推
進
し
ま
す
。

② 

当
県
本
部
八
ヶ
岳
牧
場
の
県
内
育
成
牛

購
買
頭
数
を
計
画
的
に
増
や
し
、
長
野

県
中
央
家
畜
市
場
へ
の
上
場
頭
数
を
拡

大
し
ま
す
。

③ 

各
地
域
の
J
A
と
連
携
し
て
、
空
牛
舎

を
活
用
し
て
乳
牛
育
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

２
、
飼
料
用
米
の
地
域
流
通
の
拡
大

　

飼
料
用
米
は
地
域
流
通
（
J
A
管
内
又

は
県
内
で
流
通
）
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

配
合
飼
料
に
比
べ
て
１
㎏
当
た
り
25
円
〜

30
円
程
度
安
価
で
供
給
で
き
る
た
め
、
飼

料
費
の
低
減
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

県
内
で
は
従
来
か
ら
一
部
の
養
鶏
農
家

が
飼
料
用
米
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
産
米
で
は
新
た
に
約
１
，

２
０
０
ト
ン
が
地
域
流
通
と
し
て
畜
産
・

酪
農
農
家
に
供
給
さ
れ
る
計
画
で
す
。
東

信
地
区
・
中
信
地
区
の
養
豚
農
家
、
東
信

地
区
・
上
伊
那
地
区
の
酪
農
家
、
和
牛
繁

殖
農
家
で
利
用
が
本
格
化
し
ま
す
。

　

形
態
は
、
玄
米
を
2
ミ
リ
程
度
に
破
砕

し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
一
部
の
地
域

で
は
も
み
米
を
発
酵
さ
せ
た
「
ソ
フ
ト
グ

レ
イ
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
（
S
G
S
）」
と
し

て
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

当
県
本
部
と
し
て
は
、
関
係
す
る
J
A

と
緊
密
に
連
携
し
、
飼
料
用
米
の
利
用
状

況
や
課
題
を
把
握
し
た
う
え
で
、
給
与
方

法
や
給
与
技
術
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
加
工
、
保
管
、

配
送
体
制
を
確
立
し
、
28
年
度
以
降
も
利

用
数
量
を
拡
大
し
、
更
な
る
飼
料
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
品
質
向
上
対
策
、
農

場
の
生
産
性
向
上
対
策
、
生
産
コ
ス
ト
に

も
と
づ
く
再
生
産
可
能
な
販
売
方
式
の
確

立
、
特
色
あ
る
商
品
開
発
、
食
肉
処
理
場

の
あ
り
方
検
討
等
の
課
題
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

畜
産
酪
農
事
業
に
対
す
る
、
皆
様
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

信
州
の
畜
産
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
は
、

県
内
で
は
A
・
コ
ー
プ
や
J
A
ま
ご
こ
ろ

宅
配
、
各
量
販
店
等
で
、
ま
た
「
信
州
プ

レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
は
関
西
地
区
に
お
い
て

も
消
費
者
の
皆
様
か
ら
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
T
P
P
交
渉
の

先
行
き
不
透
明
さ
に
よ
る
、
規
模
拡
大
の

遅
れ
や
後
継
者
不
足
等
に
よ
り
生
産
基
盤

が
縮
小
し
て
お
り
、
現
状
で
は
需
要
に
十

分
応
え
き
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

直
近
の
課
題
と
し
て
は
、
素
畜
（
素
牛
、

子
豚
、
初
妊
牛
）
の
不
足
が
顕
著
で
、
和

牛
子
牛
価
格
は
27
年
8
月
の
全
国
市
場
平

均
（
去
勢
）
が
70
万
円
を
越
す
異
常
な
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
飼
料
価
格
は

円
安
政
策
の
影
響
に
よ
り
高
止
ま
っ
て
お

り
、
畜
産
酪
農
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

全
農
長
野
県
本
部
で
は
次
期
中
期
計
画

（
28
年
度
〜
30
年
度
）
に
お
い
て
、
畜
産

酪
農
事
業
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
以
下
の

柱
を
掲
げ
ま
し
た
。

1 

素
畜
の
供
給
体
制
強
化
と
空
舎
の
活
用

に
よ
り
生
産
基
盤
を
維
持
し
、
消
費
者

か
ら
信
頼
さ
れ
る
安
全
・
安
心
な
信
州

産
畜
産
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
安
定
供

給
を
継
続
す
る
。

2 

信
州
産
畜
産
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
ブ

ラ
ン
ド
販
売
強
化
と
飼
料
用
米
活
用
に

よ
る
飼
料
コ
ス
ト
低
減
に
よ
り
、
農
家

所
得
の
向
上
を
図
る
。

　

事
業
目
標
は
、
肉
牛
９
千
頭
、
肉
豚

7
万
5
千
頭
、
長
野
県
中
央
家
畜
市
場

２
千
頭
、
生
乳
10
万
ト
ン
と
し
、
生
産
者

と
J
A
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て
、
生

産
基
盤
の
確
保
に
む
け
た
取
り
組
み
を
実

施
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
重
点
対
応
策
と
し
て
、

（
１
）
素
畜
供
給
体
制
の
強
化
、（
２
）
飼

料
用
米
の
地
域
流
通
の
拡
大
を
す
す
め
ま

す
。

※1 「新ETシステム」　全農ETセンター（北海道）が開発した技術で、4℃前後で保存された「チルド卵」を使用することで、受胎率の向上が期待できる。

注：数値は速報値　　資料 ：財務省「貿易統計」、（公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」

■ 輸入原料価格の推移と配合飼料価格安定制度の補塡の実施状況 単位：円／トン

SPF豚繁殖センターで飼育される子豚

飼料用米の破砕装置

新ＥＴシステムによるチルド受精卵移植

三岳牧場で建設中の哺育・育成牛舎
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A‒チャンネル

高
額
洗
車（
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）で

収
益
向
上
を
目
指
す

SS協同経営課

　

近
年
、
自
動
車
の
平
均
使
用
年
数
の
伸
び
（
平
成

16
年
／
10
年
間
、
平
成
26
年
／
12
・
97
年
間
）
や
、

洗
車
関
連
業
者
・
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
る
高
品
質

な
洗
車
商
材
の
開
発
お
よ
び
販
売
促
進
を
背
景
に
、

「
高
額
洗
車
（
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）」
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
SS
経
営
は
エ
コ
カ
ー
の
普
及
に
よ
る
需
要

の
減
少
や
価
格
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
カ
ー
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
燃
料
油
以
外
の
収
益
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
SS
業
界
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
需
要
を

取
り
込
む
た
め
、
高
額
洗
車
の
資
格
認
定
制
度
を
活

用
し
た
洗
車
技
術
力
の
向
上
に
よ
り
、
カ
ー
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
収
益
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
業
界
大
手
の
K
e
e
P
e
r
技
研
㈱

が
認
定
す
る
キ
ー
パ
ー
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
SS
を
中

心
に
全
国
で
４
，
６
０
０
店
舗
、
長
野
県
内
で
も
91

店
舗
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

協
同
経
営
SS
に
お
い
て
も
既
に
高
額
洗
車
に
取
り

組
ん
で
い
る
SS
は
あ
り
ま
し
た
が
、
個
別
・
独
自
の

取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
下
期
の
協
同
経
営
機
関
会

議
に
お
い
て
K
e
e
P
e
r
技
研
㈱
の
高
額
洗
車
商

品
「
キ
ー
パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
重
点
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
１
月
に
第

１
回
目
の
商
品
研
修
会
と
検
定
試
験
を
行
い
、
今
年

度
は
６
月
ま
で
に
５
回
の
研
修
会
と
検
定
試
験
で
32

名
が
２
級
検
定
試
験
に
合
格
、
２
級
資
格
者
が
配
置

さ
れ
て
い
る
SS
の
洗
車
実
績
は
９
月
末
で
約
２
，

５
７
０
万
円
（
前
年
比
１
０
９
％
）
と
好
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　
「
キ
ー
パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」の
中
で
は
、現
在「
ク

リ
ス
タ
ル
キ
ー
パ
ー
」
と
い
う
ガ
ラ
ス
皮
膜
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
商
品
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
間

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
不
要
で
、
施
工
時
間
２
〜
３
時
間

で
新
車
以
上
の
輝
き
に
な
り
ま
す
。「
ク
リ
ス
タ
ル

キ
ー
パ
ー
」
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
大
規
模
な
施
設

が
必
要
な
く
、
門
型
洗
車
機
の
な
い
SS
で
も
洗
車
供

給
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的

に
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
施
工
に
活
躍
し
て
お
り
、
男

女
差
な
く
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
取
り
組
め
る
商
品
で

す
。

　

K
e
e
P
e
r
技
研
㈱
は
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
制

度
を
展
開
し
て
お
り
、
同
社
の
１
級
取
得
者
を
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
す
。今
年
度
は
引
き
続
き「
キ
ー
パ
ー
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
の
推
進
と
技
術
者
（
２
級
取
得
者
）
の
育
成

を
実
践
し
、
来
年
度
上
期
の
１
級
取
得
、
下
期
の
プ

ロ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
を
目
指
し
、
収
益
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

■ 車種別の平均使用年数 推移（軽自動車を除く）　
　出典：（一財）自動車検査登録情報協会

平成6年

使用年数

平成11年 平成16年 平成21年 平成26年

乗用車計
普通車
小型車

6

9

12

15

9.24

9.82 11.53
12.44

11.26

10

7.82

10

11.93
12.97

9.26 9.63

10.97
11.68

12.64

JA 名 SS名 人数

上伊那

グ リ ー ン ロ ー ド 西 箕 輪 1 
グ リ ー ン ロ ー ド 春 富 1 
グ リ ー ン ロ ー ド 西 春 近 1 
東 部 中 央 1 
フ ラ ワ ー ロ ー ド 駒 ヶ 岳 1 
七 久 保 1 

みなみ信州

グ リ ー ン パ ー ク 座 光 寺 2 
市 田 2
グ リ ー ン パ ー ク 桐 林 3
カ ー ポ ー ト あ ち 1

松本ハイランド

ハ イ ラ ン ド セ ル フ 島 内 2
フルーツロードいまいセルフ 1
麻 績 2
松 本 臨 空 1
ア ル プ ス ロ ー ド は た 1
グ リ ー ン ロ ー ド や ま が た 1

大北
ア ル ペ ン ロ ー ド 神 城 1
パ ノ ラ マ ロ ー ド と き わ 1
白 馬 ア ル プ ス 3

志賀高原 志 賀 高 原 2
北信州みゆき ア グ リ タ ウ ン 1
全農長野 S S 協 同 経 営 課 2

合計 32 

■ キーパー２級資格者配置SS

店頭でもクリスタルキーパーの取扱いをアピール店内では施工車の写真を展示

コーティング技術 2級の認定証

新車以上の輝きになった施工車
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10
月
３
日
㈯
、
松
本
平
広
域
公
園
総
合

球
技
場
「
ア
ル
ウ
ィ
ン
」
で
行
わ
れ
た
Ｊ

１
・
２
n
d
ス
テ
ー
ジ
第
13
節 

松
本
山
雅

F
C
対
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
戦
が
「
J
A
全

農
長
野
デ
ー
」
と
し
て
開
催
さ
れ
、
長
野

県
産
の
旬
の
農
畜
産
物
と
全
農
長
野
県
本

部
を
会
場
内
外
で
広
く
P
R
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
信
州
産
農
畜
産
物
重
さ
当

て
ク
イ
ズ
、
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
抽
選
会
、

松
本
山
雅
牛
乳
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
試
食
、

地
産
地
消
弁
当
の
販
売
等
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
選
手
が
農
畜
産
物
合
計
６
㎏
を

目
指
し
て
カ
ゴ
に
入
れ
、
来
場
者
が
優
勝

選
手
を
当
て
る
「
信
州
産
農
畜
産
物
重
さ

当
て
ク
イ
ズ
」
は
、
事
前
収
録
し
た
Ｖ
Ｔ

Ｒ
が
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
放
映
さ
れ
る
と

試
合
で
は
見
ら
れ
な
い
選
手
の
表
情
に
来

場
者
は
大
喜
び
し
、
選
手
が
買
い
物
カ
ゴ

に
入
れ
た
農
畜
産
物
も
ア
ッ
プ
で
映
し
出

さ
れ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
松

本
山
雅
牛
乳
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
試
食
と

同
時
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
牛
乳

の
味
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
お
い
し
い
」

「
ぜ
ひ
商
品
化
し
て
ほ
し
い
」
等
、
販
売

を
期
待
す
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
前
の
ピ
ッ
チ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
全
農
長
野
県
本
部
運
営
委
員
会 

大
槻
憲
雄
会
長
が
「
信
州
で
は
い
よ
い
よ

豊
か
で
美
味
し
い
実
り
の
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
地
元
信
州
の
農
業
と
地
域
の
誇

り
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
参
り
ま
す
」
と
挨
拶
す
る
と
、
ス
タ
ン

ド
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
「
全
農
長
野
」
の

コ
ー
ル
が
入
り
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
こ
の
活
動
を
、
地

域
の
皆
様
か
ら
の
産
地
理
解
や
全
農
長
野

県
本
部
を
は
じ
め
と
し
た
Ｊ
Ａ
長
野
県
組

織
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

に
し
た
い
、
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

試
合
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
J
1
に
昇

格
し
た
松
本
山
雅
F
C
の
、
J
1
残
留
を

か
け
た
試
合
に
１
７
，
３
０
０
人
が
声
援

を
お
く
り
、
１
対
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。

 

▼
総
務
広
報
課

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で

「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
デ
ー
」を
開
催

　

全
農
長
野
県
本
部
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
、

11
月
4
日
㈬
よ
り
、長
野
県
産
き
の
こ
を
使
用
し
た〝
き

の
こ
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
〞
を
テ
ー
マ
に
、
タ
イ
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
近
年
人

気
の
〝
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
〞
と
組
み
合
わ
せ
た
レ
シ
ピ
を
展

開
し
、
長
野
県
産
き
の
こ
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
を
店
頭
タ
イ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

全
国
の
対
象
量
販
店
で
は
、「
え
の
き
た
け
」
と
「
ぶ

な
し
め
じ
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
、
タ
イ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
ラ
ベ
ル
と
、「
信
州

チ
カ
ラ
」
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
★
を
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
に
あ
わ
せ
黄
色
に
印
刷
し

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
商
品
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

き
の
こ
の
タ
イ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
袋
は
、
総
数

５
６
０
万
袋
（
え
の
き
た
け
２
７
５
万
袋
、
ぶ
な
し
め

じ
２
８
５
万
袋
）
で
、
量
販
店
へ
の
直
接
納
入
の
他
、

主
要
卸
売
市
場
を
通
じ
て
全
国
に
流
通
し
、
量
販
店
で

は
青
果
売
場
・
ア
ル
コ
ー
ル
売
場
に
販
促
ツ
ー
ル
を
掲

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
量
販
店
で
の
タ
イ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
レ
シ
ピ
に
よ
る
対
面
試
食
宣
伝
会
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ

Ｂ
袋
を
扱
う
量
販
店
で
も
本
会
の
き
の
こ
を
使
用
し
た

試
食
宣
伝
会
を
行
い
ま
す
。

　

き
の
こ
の
最
需
要
期
に
向
け
、「
き
の
こ
」
と
「
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
」
の
店
頭
タ
イ
ア
ッ
プ
が
盛
り
上
が
り
、

互
い
の
相
乗
効
果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま

す
。

今
年
の
冬
は〝
き
の
こ
〞ア
ヒ
ー
ジ
ョ
で
乾
杯
！

〜
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
と

 

全
国
タ
イ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

　

９
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
群
馬
県
前
橋

市
に
お
い
て
全
農
関
東
甲
信
地
区
役
職
員
親
睦
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
職
員
の
健
康
増
進
及
び
関
東

甲
信
地
区
の
都
県
本
部
間
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
豪

雨
に
よ
る
災
害
対
応
の
た
め
茨
城
・
栃
木
の
２
県
本
部
が
出
場

辞
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
本
部
及
び
関
東
甲
信
地
区
７
都

県
本
部
が
出
場
し
、
野
球
を
通
じ
て
お
互
い
の
技
量
を
競
い
合

う
と
と
も
に
、
都
県
本
部
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、
１

回
戦
不
戦
勝
で
準
決
勝
か
ら

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
が
、

埼
玉
県
本
部
に
あ
と
一
歩
及

ば
ず
５
‐
６
で
惜
敗
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
優
勝
は
群
馬
県
本

部
、
準
優
勝
は
埼
玉
県
本
部

と
な
り
、
こ
の
２
チ
ー
ム
が

全
農
役
職
員
野
球
大
会
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

全
農
長
野
県
本
部

「
野
球
野
郎
会
」準
決
勝

で
惜
敗

〜
全
農
関
東
甲
信
地
区
役
職
員
親
睦
野
球
大
会
〜

き
の
こ
課

総
務
広
報
課

す
。

6 5

ン
レ
シ
ピ
に
よ
る
対
面
試
食
宣
伝
会
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ

Ｂ
袋
を
扱
う
量
販
店
で
も
本
会
の
き
の
こ
を
使
用
し
た

き
の
こ
課

レポート



　

Ｊ
Ａ
北
信
地
区
協
議
会
と
全
農
長
野
県
本
部
北

信
事
業
所
は
、
９
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮
に
北
信
地

区
の
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
、
共
和
園
芸
、
ち
く
ま
、

須
高
、
中
野
市
、
志
賀
高
原
の
各
農
協
組
合
長
に

よ
る
販
売
推
進
会
議
と
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
に
京
浜
地
区
の
主
要
卸
売
会
社
５
社

と
推
進
会
議
を
開
催
し
、
生
産
状
況
や
市
場
販
売

情
勢
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。
卸
売
会
社
か
ら
は
、
ブ
ド
ウ
で
は
取
り
遅

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
適
期
収
穫
の
徹
底
、
リ
ン
ゴ

は
品
種
毎
の
食
味
を
重
視
し
た
出
荷
の
要
望
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
の
朝
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
大
田

市
場
に
お
い
て
、
巨
峰
・
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
・
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
試
食
を
提
供
し
大
勢
の
方
に

試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
リ
前
に
は
、
北

信
地
区
Ｊ
Ａ
を
代
表
し
Ｊ
Ａ
中
野
市
の
阿
藤
博
文

組
合
長
が
仲
卸
・
買
参
人
の
皆
様
に
「
夏
場
の
干

ば
つ
や
8
月
下
旬
か
ら
の
降
雨
に
よ
り
栽
培
に
は

厳
し
い
環
境
で
し
た
。
生
産
者
の
励
み
に
な
る
よ

う
ブ
ド
ウ
・
リ
ン
ゴ
の
更
な
る
販
売
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
東
京
青
果
㈱
と
東
京
荏

原
青
果
㈱
に
対
し
て
も
販
売
の
力
添
え
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
北
信
事
業
所
は
今
後
と
も
卸
売
市
場

と
の
連
携
を
深
め
果
実
は
も
と
よ
り
、
野
菜
・
花

き
、
き
の
こ
に
つ
い
て
農
業
発
展
が
で
き
る
よ
う

取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

北
信
地
区

ブ
ド
ウ
・
リ
ン
ゴ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　

全
農
長
野
県
本
部
は
10
月
2
日
㈮
、「『
お
い

し
い
信
州
ふ
〜
ど
（
風
土
）』
を
食
べ
よ
う
！

育
て
よ
う
！
地
産
地
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一

環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
、
Ｊ
Ａ
長
野
中

央
会
の
協
力
の
下
、
阿
南
町
立
新
野
小
学
校
の

バ
イ
キ
ン
グ
給
食
に
食
材
を
提
供
し
ま
し
た
。

提
供
さ
れ
た
食
材
は
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
管
内

で
生
産
さ
れ
た
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ

ン
、
リ
ン
ゴ
な
ど
で
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
阿
南

支
所
営
業
課
の
船
田
智
課
長
か
ら
今
回
使
用
さ

れ
た
農
産
物
の
特
徴
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
児
童
は
地
産
地
消
や
県
産
農
産
物

の
良
さ
に
つ
い
て
学
習
を
し
て
バ
イ
キ
ン
グ
給

食
を
味
わ
い
、

地
元
農
産
物
の

良
さ
や
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

小
学
校
の

バ
イ
キ
ン
グ
給
食

に
食
材
を
提
供

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
指
導
者
会
議
（
事
務
局
／
Ｊ

Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
）
は
９
月
16
日
㈬
、
長

野
市
内
で「
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
技
術
員
研
究
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
各
Ｊ
Ａ
で
の
営
農
技
術
員
の

世
代
交
代
が
進
み
、
若
い
世
代
か
ら
「
情
報
が
少

な
い
」「
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
が
さ
れ
て
い
な
い
」

等
の
課
題
提
起
が
さ
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
農
業

を
支
え
る
功
績
の
あ
っ
た
営
農
技
術
員
を
表
彰
し
、

そ
の
事
例
を
発
表
す
る
こ
と
で
広
く
普
及
を
図
り
、

ま
た
若
い
営
農
技
術
員
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
趣
旨
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
平
成
26
年
度
の
営
農
指
導
者

会
議
役
員
４
名
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
Ｊ
Ａ
事
業

に
つ
い
て
顕
著
な
功
績
を
収
め
た
営
農
指
導
担
当

者
４
名
を
優
績
者
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

優
績
者
か
ら
の
事
例
発
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
確
立
さ
れ
た
技
術
で
あ
り
、

出
席
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
岩
井
（
茨
城
県
）
営
農
部
営
農
課
吉
岡
和
久

課
長
に
よ
る
「
営
農
技
術
員
と
し
て
の
役
割
」
と

題
し
た
記
念
講
演
は
、
現
状
を
取
り
巻
く
農
業
政

策
の
情
勢
や
、
こ
れ
か
ら
目
指
す
営
農
技
術
員
の

心
構
え
、
営
農
技
術
員
と
し
て

の
役
割
り
、
Ｊ
Ａ
が
目
指
し
て

進
め
て
い
く
政
策
等
、
意
義
深

い
内
容
で
し
た
。

優
績
技
術
員
が
事
例
発
表

〜
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
技
術
員
研
究
大
会
〜

　

10
月
８
日
㈭
、
木
曽
町
の
長
野

県
中
央
家
畜
市
場
に
お
い
て
全
農

長
野
県
本
部
が
開
設
す
る
長
野
県

中
央
家
畜
市
場
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

和
牛
子
牛
２
９
２
頭
、
和
牛
成

牛
29
頭
、
乳
牛
成
牛
８
頭
が
上
場

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
90
名

余
の
購
買
者
に
よ
り
、
活
発
な
セ

リ
取
引
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
髙
木
幸
一
郎
本
部
長

と
真
島
茂
夫
副
本
部
長
が
、
出
荷

者
と
購
買
者
へ
の
お
礼
と
全
農
長

野
県
本
部
と
し
て
畜
産
の
生
産
基

盤
を
強
化
す
る
た
め
、
市
場
を
視

察
し
ま
し
た
。
セ
リ
に
先
立
ち
挨

拶
に
立
っ
た
髙
木
本
部
長
の
「
生

産
者
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
本
日

上
場
の
子
牛
に
対
し
て
力
強
い
購

買
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
言
葉

に
続
き
、
次
々
と
子
牛
が
セ
リ
落

と
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
回
の

市
場
で
は
雌
の
最
高
価
格
が

７
９
３
，
８
０
０
円
、
去
勢
の
最

高
が
９
９
９
，
０
０
０
円
、
全
体

の
平
均
価
格
が
６
８
４
，
２
４
７

円
と
前
回
平
均
よ
り
４
０
，

０
０
０
円
余
り
値
上
が
り
し
て
、

市
場
開
設
依
頼
の
最
高
値
を
更
新

し
ま
し
た
。

　

子
牛
生
産
農
家
の
減
少
、
高
齢

化
等
に
よ
り
、
長
野
県
中
央
家
畜

市
場
の
和
牛
子
牛
上
場
頭
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
畜

産
課
で
は
、
優
良
繁
殖
和
牛
の
受

精
卵
確
保
に
取
組
み
生
産
基
盤
を

維
持
し
、
県
内
繁
殖
お
よ
び
肥
育

生
産
者
の
経
営
安
定
に
努
め
ま
す
。

子
牛
相
場
は
堅
調
に
推
移

〜
10
月 

長
野
県
中
央
家
畜
市
場
〜

6JAの組合長が取引拡大をアピール

大盛況のイベント会場

京浜地区の主要卸売会社と意見交換

北
信
事
業
所
生
産
販
売
課

Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー

畜
産
課

総
務
広
報
課

○表彰された優績者 （敬称略）
氏　名 ＪＡ名 事例発表のタイトル

羽 毛 田　 亘 信 州うえだ 標高差を活かした下から上までブロッコリー栽培
伊 藤　 淳 上 伊 那 ＪＡ上伊那における農業経営課の取り組みについて
伊 藤　 輝 夫 大 北 産地維持への取り組み
塩 野　 宏 昭 グリーン長野 ＪＡと組合員(生産者)を結ぶ営農技術員を目指して

ＪＡ長野県営農指導者会議 小池宏明会長（JAながの）挨拶

優績表彰を受けられたみなさん

記念講演をするJA岩井 吉岡営農課長

挨拶をする髙木本部長
地産地消の話を聞く児童テレビ局による取材

児童は事前に食べたい献立を選び、
それも盛り付けてもらう

献立の一例
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北
信
事
業
所
生
産
販
売
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今
年
も
松
本
山
雅
F
C

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
、「
全
農

長
野
デ
ー
」
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

誌
を
お
読
み
の
皆
様
の
中

に
も
、
当
日
ス
タ
ジ
ア
ム

で
私
達
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
っ
た
り
、
イ
ベ

ン
ト
自
体
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
方
も
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
試
合
は
1
‐

0
で
松
本
山
雅
F
C
の
勝

利
！
大
槻
会
長
が
M
V
P

賞
を
選
手
に
差
し
上
げ
る

こ
と
が
で
き
、
イ
ベ
ン
ト

も
試
合
も
良
い
結
果
で
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
を
就
職
先
の

一
つ
に
選
ぶ
理
由
の
中
に
、

「
松
本
山
雅
F
C
の
ス
ポ

ン
サ
ー
だ
か
ら
」
を
挙
げ

る
新
卒
者
も
多
い
と
聞
き

ま
し
た
。
我
々
の
活
動
が

地
域
に
認
知
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
、
気
持
ち
を
新
た

に
し
た
次
第
で
す
。

 

（
Ｙ
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 7,832 138 86 
果 実 17,449 108 111 
野 菜 花 き 58,638 119 111 
野菜種苗センター 135 99 99 
き の こ 8,300 110 113 
営 業 8,045 101 107 
生 産 販 売 部 計 100,399 116 108 
包 装 資 材 4,790 94 111 
生 産 資 材 6,338 104 112 
農 業 機 械 3,721 97 107 
施 設 住 宅 2,028 141 141 
生 産 購 買 部 計 16,877 102 113 
畜 産 6,296 115 108 
三 岳 牧 場 125 104 104 
SPF繁殖センター 130 92 90 
酪 農 9,685 99 104 
八 ヶ 岳 牧 場 149 94 105 
畜 産 酪 農 部 計 16,386 105 105 
燃料・ホームエネルギー 11,226 95 79 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 5,366 101 89 
生 活 6,673 98 96 
生 活 部 計 23,265 97 86 
長 野 県 本 部 計 156,926 110 94 
参考（A・コープを除く） 156,926 110 104 

平成27年度9月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

(内部販売高含む)

新採用職員紹介
【東信事業所　生産販売課　小宮山真那】
はじめまして。東信事業所 生産販売課で果実と
きのこを担当しております小宮山真那と申しま
す。出身は立科町で幼い頃から祖母が作るりん
ごを食べて育ち、県産の農産物のおいしさを多
くの人に伝えたいと思い入会しました。まだま
だ未熟者ですが、長野県農業に貢献できるよう
精一杯頑張りますのでご指導の程よろしくお願
いいたします。

りんごのような笑顔です好きな鳥はキジバトです

【北信事業所　生活課　小木曽遥平】
はじめまして。北信事業所生活課の小木曽と申し
ます。出身は箕輪町で、祖父が農家を営んでいた
ため農業に興味があり入会いたしました。私生活
ではバードウォッチングを趣味にしようかと考え
ている今日この頃です。農業とはあまり縁がない
燃料担当ということで少々戸惑いましたが、日々
勉強し少しでも早く業務を覚えていきたいです。
よろしくお願い致します。

11月の動き▶
総務広報課 11月6日㈮ ＪＡ長野県大会

松本文化会館

生産販売部
11月7日㈯ 銀座ＮＡＧＡＮＯりんご講座

銀座ＮＡＧＡＮＯ

11月12日㈭ 「いきいき信州！」農産加工商談会
東京交通会館

JA長 野 県
農 産 物
PR協 議 会

11月14日㈯
～15日㈰）

農林水産祭「実りのフェスティバル」
サンシャインシティ・
ワールドインポートマートビル

野菜花き課 11月7日㈯
ママまつり2015 inNAGANO
信州の花アレンジ教室
THE SAIHOKUKAN HOTEL

き の こ 課
11月11日㈬

「長野県きのこの日」
きのこ食育教室
聖フランシスコ保育園（長野市）

11月14日㈯
～15日㈰

信州きのこ祭り
長野市ビッグハット

畜産酪農部 10月31日㈯
～2月29日㈪

信州の畜産酪農キャンペーン
2015

畜 産 課

11月25日㈬ 第31回中信ブロック研修会
大阪食肉市場

11月30日㈪ 第36回信州和牛県内産枝肉共励会
京都食肉市場

12月1日㈫ 第68回長野県畜産共進会
大阪市食肉市場

酪 農 課

11月23日㈪
牛乳・乳製品利用料理コンクール
実演審査・表彰式
長野県短期大学

11月28日㈯
「くらしと牛乳、牛さんありがとう」
絵のコンクール表彰式
ＪＡ長野県ビル

11月のテレビ・ラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

3日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 米
3日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかGO！GO！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 楽市楽座出展の様子
6日㈮ 10:20 ＦＭ長野 good morning radio!内「発見！ながのの元気！」 リンゴ①
10日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 サンふじ
10日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 インターバル速歩と牛乳（信州大学　能勢教授出演）
13日㈮ 10:20 ＦＭ長野 good morning radio!内「発見！ながのの元気！」 リンゴ②
17日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 ぶなしめじ
17日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 乳和食レシピの紹介
20日㈮ 10:20 ＦＭ長野 good morning radio!内「発見！ながのの元気！」 リンゴ③
24日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 えのきたけ
24日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳クイズ
25日㈬ 11:50 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「暮らしの応援団」 生活課（宅配）
27日㈮ 10:20 ＦＭ長野 good morning radio!内「発見！ながのの元気！」 リンゴ④
27日㈮ 18:00 ＦＭ長野 346GROOVE FRIDAY内「JAインフォメーション」 きのこ
28日㈯ 0:09 abn長野朝日放送 アサヒビールPresents　美味しい信州見つけに行こう！ サンふじ

　

全
農
長
野
県
本
部
は
９
月
27
日
㈰
、
若
い
女
性
を
対
象
と
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー「
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
T
G
C
）」

の
控
室
で
、
長
野
県
産
果
実
を
P
R
し
ま
し
た
。
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ

ル
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・
秋
映
・
シ
ナ
ノ
ド
ル
チ
ェ
を
そ
れ

ぞ
れ
カ
ッ
プ
に
入
れ
、
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
出
演
す

る
モ
デ
ル
や
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
関
係
者
が
自
由
に
取
っ
て
も
ら

え
る
形
式
と
し
ま
し
た
。

　

控
室
に
は
様
々
な
試
食
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
長
野
県
産

果
実
へ
の
関
心
は
高
く
、
何
個
も
カ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
か
れ
る
方

も
い
て
、「
果
物
大
好
き
！
」「
お
い
し
い
！
」「
ジ
ュ
ー
シ
ー
」
と

い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
発
信
力
の
高
い

モ
デ
ル
の
方
に
積
極
的
に
長
野
県
産
果
物
を
配
っ
た
こ
と
で
、
ス

ザ
ン
ヌ
さ
ん
（
ブ
ロ
グ
購
読
者
約
12
万
３
，
０
０
０
人
）
や
、
川

崎
希
さ
ん
、
島
袋
聖
南
さ
ん
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ロ
ワ
ー
約

20
万
５
，０
０
０
人
）
等
の
ブ
ロ
グ
で
も
「
お
い
し
す
ぎ
る
！
」「
種

無
し
で
と
っ
て
も
食
べ
や
す
い
！
」「
も
っ
と
食
べ
た
い
！
」
と
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

果
実
課
で
は
、果
実
の
魅
力
を
も
っ
と
女
性
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
平
成
23
年
か
ら
女
子
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。今
回
の
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、改
め
て
女
性

の
果
物
に
対
す
る
関
心
が
強
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。今
年
度

は
、「
秋
の
キ
レ
イ
は
り
ん
ご
で
つ
く
ろ
！（
長
野
県
産
）」を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
、
量
販
店
の
宣
伝
会
で
も
女
性
を
中
心
に
長
野
県
産

フ
ァ
ン
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
長
野
県
産
果
実
の
魅
力
を

発
信
し
、
よ
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
と
消
費
拡
大
に
努
め
ま
す
。

信
州
の
く
だ
も
の
で
キ
レ
イ
に
！

〜
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
試
食
会
を
実
施
〜

果
実
課

＜長野県産果物をお配りしたモデル＞
香里奈さん、島袋聖南さん、益若つばささん、紗栄子さん、スザンヌさん、鈴木奈々さん、
川崎希さん&アレクさん、藤田ニコルさん、西川瑞希さん、ダレノガレさん、IVANさん 女子力向上プロジェクト
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com




